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入所施設における知的障害者の高齢化の課題

1．はじめに

急速な速さで訪れた高齢化の問題は、現在の
日本における社会問題でもある。
内閣府による平成24年度版高齢者白書による

と、我が国の総人口は、平成 23（2011）年 10 月
1 日現在、1億 2,780 万人であった。65 歳以上の
高齢者人口は、過去最高の 2,975 万人（前年 2,925 
万人）となり、総人口に占める割合（高齢化率）
も 23.3％（前年 23.0％）になった。このような
急速な高齢化による超高齢社会の到来は課題と
して「人生 65 年」という考え方の見直しや、認
知症の増加ということを含んでいる。当然、社
会保障は超高齢化に起こるそれらの課題に追い
つかなければならないが、少子化と相まって追
いつけないのが現状である。
それは知的障害者入所施設においても例外で

はない。知的障害者の高齢化の問題は議論に
なって久しい。しかし、制度としてあまり発展
していないのが現状である。そのような環境で
入所している知的障害者はどのように高齢期を
過ごしているのか、共に暮らしている生活施設

であるから、仲間の「老い」や「死」は利用者
にとって、「自分のこと」として直結するはずで
ある。高齢化の中で、利用者の「老い」や「死」
に対する不安を和らげ、最後まで生活を共にす
るA施設の取り組みを知った。その取り組みを
デス・エデュケーション（Death Education）の
視点から過去 2年にわたって研究してきた。
その結果から、仲間や家族の「老い」や「死」

に対しての不安や悲しみを乗り越えるには、他
の仲間や職員の存在が大きいことが分かった。
また、A施設では、利用者の声を聞き、不安を
取り除くために、その話題に触れないのではな
く、積極的に「お話を聞く会」を設け、漠然と
した不安を知識や、不安の共有という形で乗り
越えてきた。その結果、仲間の老いや死を通し
て自分自身の老いや死に対する不安を軽減して
いるという結果が出た。
そこで、A施設以外の知的障害者入所施設で

は、利用者の「老い」や「死」に対する不安を
どう捉え、どのように軽減しているだろかとい
う研究課題でA施設のあるB 県にアンケート調
査を行った。
その回答結果からは看取りや不安の軽減とい
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うこともなされているが、入所施設の高齢化の
課題、とりわけ介護が必要になってきたときの
課題の大きさがうかがえた。そこで、再度、隣
接するC県、D県にも同じ質問紙でアンケート
を行った。その結果、知的障害者の高齢者の課
題は 3自治体とも似た傾向を示した。そのこと
から、さらに、3自治体にアンケートを送付し、
近畿一円を対象に調査を行った。
3回目の調査は期日が短かったため回答数が

少ないという反省があるものの、その結果には
他の 3自治体と同じく、入所施設の高齢化の課
題が深刻であり、その解決は急務であることが
うかがえる結果となった。
これらのことを踏まえ、本研究では調査報告

として、アンケート結果の中から入所施設にお
ける知的障害者の高齢化の実態と「知的障害者
施設の高齢化の課題」に焦点を当て分析するこ
ととした。

2．研究方法

B 県、C県、D県の知的障害者入所施設にア
ンケートを郵送し、調査。
第 1回調査：B県
　　　期日：平成 12 年 5 月中旬～ 6月初旬
　　施設数：13 施設
　　回答数；7施設（回答率 53.8％）
第 2回調査：C県、D県
　　　期日：平成 12 年 7 月中旬～ 8月中旬
　　施設数：41 施設
　　回答数；21 施設（回答率 51.2％）
第 3回調査：E 県、F県、G県
　　　期日：平成 12 年 8 月下旬～ 9月中旬
　　施設数：154 施設
　　回答数：58 施設（回答率 38％）
（グループホーム、ケアホーム、短期入所は除

く）
（アンケート用紙は巻末に掲載）
以上のアンケート調査の回答結果を集計、お

よび分析により知的障害者の入所施設の現状と
高齢化の課題をみる。

3．結果

ライフステージにおいて思春期は障害の有無
に関係なく同じだといわれている。高齢期もま
た、同じような課題を持っていることがアン
ケート結果により見られた。
そこで問題となるのは、その施設の持つ特性

にある。高齢者施設と知的障害者施設の違いは、
生活施設として設立された知的障害者の入所施
設はその歴史的性格から見てもこのような長寿
時代に対応できるようになっていない。そのた
め、介護に適した設計や、また職員の体制、お
よび職域の違いなどが課題となる。以前の知的
障害者施設の職員に求められたものは、利用者
に寄り添い、その中で、よりよい生活ができる
ようにサポートすることであった。現代はこの
ことに加えて、介護が必要になった。その先に
は最後をどう迎えてもらうかという看取りの課
題が見えてくる。これは、技術ももちろん、職
員が自分自身の人生観と向き合うことを余儀な
くされる。入所施設の知的障害者の高齢化の課
題は、知的障害者自身の課題と、職員の課題が
複層している。
以下にアンケート調査の回答結果を示し、考

察する。

B県におけるアンケート結果
B 県における入所施設利用者の年齢構成比は

図 1のとおりである。
B県の知的障害者入所施設の利用者の年齢構
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成比は、60 ～ 69 歳が 25％と最も多く、次いで
40 ～ 49 歳が 24％、50 ～ 59 歳が 23％、70 ～ 79
歳が 7％、80 歳代が 0.1％である。

職員にとって利用者が高齢になったと感じる
年齢は 54.3 歳である。その理由として身体的な
老いと、精神的な老いに対して回答を求めた。そ
れぞれについて、回答施設数を示したものが表
1、2である。

C県における調査結果
C 県における入所施設利用者の年齢構成比は

図 2のとおりである。

C県の知的障害者入所施設の利用者の年齢構
成比は 40 ～ 49 歳までと 60 ～ 69 歳までが同じ
く 23％で最も多い。次いで、50 ～ 59 歳が 22％、
40 歳未満が 18％、70 ～ 79 歳が 11％、80 歳以上
も 3％に及ぶ。
職員にとって利用者が高齢になったと感じる

年齢はC県においては 51.4 歳である。それぞれ
について、回答施設数を示したものが表 3、4で
ある。
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（図 1）B県知的障害者施設入所利用者年齢構成比

表 1　身体面での老いを感じるーB県

表 2　精神面での老いを感じるーB県
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（図 2）C県知的障害者施設入所利用者年齢構成比

表 3　　身体面での老を感じるーC県
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D県における調査結果
D県における入所施設利用者の年齢構成比は

図 3のとおりである。

D県における知的障害者入所施設の利用者の
年齢構成比は、40 歳未満が最も多く 42％、次い
で 40 ～ 49 歳で 25％、50 ～ 59 歳と 60 ～ 69 歳
が同じく 11％、70 歳～ 79 歳が 3％、80 歳以上
は 0％という比較的若い層が多いといえる。
職員にとって利用者が高齢になったと感じる

年齢は無回答 1件を除き、平均 54.8 歳である。
それぞれについて、回答施設数を示したものが
表 5、6である。

E県における調査結果
E 県における入所施設利用者の年齢構成比は

以下のとおりである。

E県における知的障害者入所施設の利用者の
年齢構成比は、40 ～ 49 歳までが最も多く 39％
で最も多く、次いで 40 歳未満の 24％、50 ～ 59
歳までの 17％、60 ～ 69 歳までの 15％、70 ～ 79
歳までの 5％、80 歳以上の 1％という順になる。
職員にとって利用者が高齢になったと感じる年
齢は平均 55.4 歳である。 それぞれについて、回

表 4　精神面での老いを感じるーC県

（図 3）D県知的障害者施設入所利用者年齢構成比
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表 5　身体面での老いを感じるーD県

表 6　精神面での老いを感じるーD県

（図 4）E県知的障害者入所利用者年齢構成比
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答施設数を示したものが表 7、8である。

F 県における調査結果

F 県における知的障害者入所施設の利用者の
年齢構成比は、40 歳未満が 36％と最も多く、次
いで 40 ～ 49 歳が 24％、50 ～ 59 歳が 18％、60
～ 69 歳が 15％、70 ～ 79 歳が 6％、80 歳以上が
1％となる。比較的若い層が多いことが分かる。
職員にとって利用者が高齢となったと感じる

年齢は無回答 1件を除き、平均 50.4 歳である。
それぞれについて、回答施設数を示したものが
表 9、10 である。

G県における調査結果

G 県における知的障害者入所施設の利用者の
年齢構成比は、40 ～ 49 歳が 34.3％と最も多く、
次いで 40 歳未満が 33.7％、50 ～ 59 歳が 15％、
60 ～ 69 歳が 12％、70 ～ 79 歳が 5％、80 歳以上
が 2％である。49 歳未満が 68％と比較的若いこ
とが分かる。
職員にとって利用者が高齢となったと感じる

年齢は 55.4 歳である。それぞれについて、回答
施設数を示したものが表 11、12 である。

表 7　身体面での老いを感じるーE県

表 8　精神面での老いを感じるーE県

（図 5）F県知的障害者入所利用者年齢構成比

表 9　身体面での老いを感じるー F県

表 10　精神面での老いを感じるー F県

（図 6）G県知的障害者入所利用者年齢構成比
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次に知的障害者入所施設における現状からみ
た課題についてのアンケート結果を制度におけ
る課題、医療における課題、高齢な利用者に対
する理解と対応、高齢化に関する環境面におけ
る課題の 4つに分類し、分析する。

1）現行の制度における課題
 受け皿について 
・グループホームやケアホームに入所してい
る。方がホームでの生活が困難になったとき
に高齢者施設に入居がスムースにできるかど
うか。

・高齢者施設での対応が難しくなった高齢の方
の受け入れ先がない。

・施設での対応が困難になった場合、次の施設
（老人ホームなど）の受け皿がない。障害の程
度により断られるケースが多い。

・老人施設への受け入れがあれば良い。
・高齢あるいは親亡き後の入所施設やグループ
ホーム、ケアホームが圧倒的に不足している。

・医学的アプローチが必要になった時、施設が
次の受け入れ先を探さなければならない。相
談窓口があれば良いと思う。

・ご本人の問題ももちろんだが、ご家族の精神
面や、身体的不安と負担が大きい。介護の必
要度が高いためケアホームでの受け入れがス
ムーズにいかない面があり、「地域での生活」
を営むための受け皿が少ない。

・入所者の高齢化に伴い、この次に行く所がな
い。そのため、入所者がどんどん年齢を重ね、
児童の施設で問題となっている超過児のよう
な状態になる。

・知的障害者の高齢施設が必要だと思う。また
高齢や認知症の方が障害者支援施設での生活
が難しくなった時に次の受け皿を確保するこ
とが必要。

 介護保険など制度に関するもの 
・介護保険施設への移行の難しさ。
・現施設で対応できる施設作り（のための）法
整備

・現行の施設基準では対応が困難
・65 歳を過ぎれば介護保険が優先されるという
が、実際には、障害者サービスを利用してい
る方が多い。

・本人や家族にとって、安心して老いを迎える
ことができる制度が必要。（特養的施設機能の
充実）

・現行では障害の有無にかかわらず、65 歳以上
は介護保険で対応することになっているが、
実際には知的障害者の方を受け入れる余地が
ない状況である。また自立支援法の中にも高
齢の知的障害者を想定した環境および人的な
基準がなく、障害者の高齢化対策に注意が向
けられていない危機感がある。

・利用できるサービスがない。

表 11　身体面での老いを感じるーG県

表 12　精神面での老いを感じるーG県
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2）医療における課題
・医療機関の理解。老いを理解してもらうこと
・加齢による疾患（高血圧、心臓疾患など）に
自分自身で養生できないことが多い。

・通院先（理解のある医師）、通院手段の確保。
・ターミナルケアの位置づけ。
・施設での看取りと医療と福祉の充実。
・医療機関との連携が難しい。
・医療ケアが必要になった時の職員不足。
・本人からの訴えが少ないため、職員が身体的
変化に気づくことができるか。

3）高齢な利用者に対する理解と対応
・加齢による変化の理解と受容。
・施設の中で介護を必要とする人と、若く様々
な経験等が必要な方を同じ施設で取り組むこ
とに多くの課題がある。

・認知症と知的障害を両方持ち合わせているの
で、支援の検討をしていく必要がある。

・両親がなくなったりして、家族がいなくなる
ことにより精神面にも問題が増加していくと
思われる。

・どんなに障害が重くても、本人なりに死とい
うものを受け止めておられるように感じ、家
族の葬儀には必ず出席させてきた。

・知的障害を持つ人たちも私たち同様に、年を
とっていくという私たち側の自覚とかまえ。

・人材の育成と高齢者支援（老人介護とは違う
形で）

・職員のスキルアップ
・介護度が高くなるにつれ、マンパワーが一層
必要になるため、職員の確保。

4）高齢化に関する環境面における課題
・終末期を含めた高齢の人たちの生活の場を特
化してもうけ、対応するのか、またはケース

バイケースで現状の施設体系で対応するの
か、これらについて施設が判断し、取り組む
のか、制度によって対応するのか…

・個別の環境確保と支援（ソフト面）
・高齢化になったときに施設の環境が対応でき
ない。

・バリアフリーの強化
・高齢棟の設置及びハード面の整備
・開所したときは高齢化の問題を考えていな
かったので段差があったり、スロープが滑り
やすいなどの問題が多い。

・環境整備が生活者のニーズに追いつけない。

4．考察

調査結果を年齢構成で見ると、各自治体とも、
およそ 40 ～ 49 歳の層が厚いことがわかる。次
で 40 歳未満が続く。 年齢だけで見ると、一般
的な高齢化とは傾向が異なるように思える。
しかし、職員が利用者を高齢になったと感じ

る年齢を見ると、6自治体平均で 53.6 歳である。
このことから、身体や精神に高齢化の現象が

見られ始めるのは50歳前半である事がうかがえ
る。共に過ごしている職員の感じる利用者の老
いは、知的障害者の高齢化の現状を表している。
それは、次の身体的な老い、精神的な老い、と

いう項目の回答を見てもわかる。ほとんどの施
設で介護や介助を必要とする利用者がおり、精
神的には無気力になったり、会話が減ったり、感
情の起伏が激しくなるという高齢者に見られる
現象が多く見られる。また、認知症を発症して
いるケースも見られる。このことは 70 歳、80 歳
の利用者がパーセンテージでは低くても、それ
だけでは計れない高齢化の現状があることを示
唆している。さらに、現在 40 ～ 49 歳未満の層
が厚いと言うことは、今後、ますます高齢化に
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よる課題を増し、支援が難しくなることを意味
している。
次に、自由記述の高齢化に関する課題の回答

を 4項目で見ていくと、まず、現行の制度にお
ける課題では、施設での介護やその他医療的な
ことに関して、技術的な問題、人員の確保等で
施設で対応することが難しくなっても受け皿が
ない。グループホームやケアホームも圧倒的に
少ない。また、高齢者施設でも受け入れを断ら
れるなど受け皿の少なさが大きな課題となって
いる。また、一方で、介護保険が利用できる年
齢になっても、介護保険のサービスはほとんど
利用出来ない。「自立支援法の中にも知的障害者
を想定した環境および人的な基準がなく、障害
者の高齢化に注意が向けられていないという危
機感がある。」という記述に見られるように、急
激な高齢化に環境や医療を含めたネットワーク
が追いついていない。
医療における課題では、自分で自分の状態を

コントロールしたり、伝えたり出来にくいので
職員がどこまで気付くことが出来るか、また、医
療機関との連携や理解を求めることが難しいと
いう現状がある。
高齢な利用者に対する理解と対応という課題

では、高齢になった変化を受け止めていくこと
が中心になる。変化において身体面では、介護
が必要になったり、精神的な面では、老化にお
ける不安定さに対応していけるスキルを身につ
けていかなければならないことが挙げられる。
最後に、環境面における課題では、今までこ

のような高齢化がくると考えておらず、設備が
なかったり、マンパワーの不足ということが挙

げられる。また、最後まで施設で生活すること
を考えると看取りや、不安軽減のための取り組
みが必要になり、職員自身の思いと向き合うこ
とも生じてくる。安心して暮らしてもらうため
には、高齢棟の設置も考えなければならない。し
かし、「終末期を含めた高齢の人たちの生活の場
を特化してもうけ、対応するのか、またはケー
スバイケースで現状の施設体系で対応するの
か、これらについて施設が判断し、取り組むの
か、制度によって対応するのか…」という記述
に見られるように、施設がそれぞれ考えて動く
ことではなく、ある基準までは、制度のなかで
考えていくべき課題ではないかと考える。
このように施設における課題を見ていくと、

高齢な知的障害が老後を安心して暮らせる政策
は皆無で、入所している高齢知的障害者は制度
の狭間にあるといえる。その狭間で利用者と職
員が、何とかしようと日々を過ごしていること
がうかがえる。
知的障害者の高齢化の課題は、施設や本人、そ

の家族だけの問題ではない。
介護保険の時のように社会で考え、個人の問

題から社会化していかなければ何も変わらな
い。年齢的にも、その対策は急務である。
今後も具体的な課題を取り上げ、対策に必要

な部分を明確にし、社会化していくことを目標
としたい。
なお、本研究は京都文教短期大学特別研究助

成によって行った。

（次頁にアンケート用紙掲載）



－ 33 －

入所施設における知的障害者の高齢化の課題



－ 34 －

研　究　紀　要　　第 52 集


